
令和2年度　特色ある区づくり事業　各部会で集約していただいたご意見等　一覧

１－１ 【区企画事業に対するご意見等】
整理
番号

提案部会

第１部会

第２部会

2 第２部会

3 第１部会

4 第３部会

5 第１部会

6 第１部会

7 第３部会

8 第２部会

9 第３部会

令和元年度　区役所企画事業に対するご意見

　・地域の茶の間を高齢者だけでなく、子育て世代や障がい者など様々な方が利用できるようになると良い。
　・親が共働きだと家に1人になってしまう子どももいるのかなと思うので、自治会館の開放などにより、子どもたちｔ高齢者が遊んだり、勉強を見たりする関係・仕組みがあると良い。

【支え合いのまちづくり支援】
　・認知症サポーター養成講座については、認知症を抱える家族の話を聞く機会が盛り込まれると良い。
　・認知症サポーターの広め方の工夫が必要。
　・孤立している人（さまざまな支援を知らない人や困っていること人に話したがらない人）を社会福祉協議会等へ繋げる仕組みづくりや、さらにそれを広める仕組みがあると良い。
　・老々介護の現状が見受けられる。介護している世代が相談しやすいアイデアや地域が温かく受け入れられる仕組みがあると良い。
　・コミ協で運営している地域の茶の間を包括支援センターとの相談の場として活用している。

【げんきな保安林づくり】
　・保安林が身近な地域以外の人への役割や魅力等の周知が必要ではないか

【未来につなぐきれいなまちづくり】
　・西川は地域の宝。きれいにしたい。ポイ捨て対策等をしてはどうか。
　・環境を整備・美化することだけが見た目だけではなく防犯面等の多方面に好影響を与えることをもっとアピールしてはどうか。

【西区安心安全な地域づくり】
　・地域で取り組んでいる先進的な事例やノウハウを広めてはどうか。
　・地震もあったので、避難マップの作成は進めてほしい。いざという時の行動と一致したマップを作成し、地域に定着させることが必要ではないか。
　・避難所の鍵は行政だけではなく、地域にも預けることはできないのか検討してほしい
　・要支援者名簿の提供には、個人情報を提出したがらない人がいて課題があると認識している。
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【西区の子育て応援 】
　・虐待かどうか判断に迷う際、気軽に相談できる窓口が欲しい。
　・情報の発信だけでなく、お母さん同士が顔を合わせて話ができる場も欲しい。
　・子育て情報の発信方法について、「にしっこはぐくみLINK」がメールでなくLINEを選択したのは良い。
　・BPプログラム（Baby Program／親子の絆づくりプログラム）について、事業のテキストを貸出ではなく参加者の手元に残る方法を検討してほしい。

【出動！地域盛り上げ隊（中学生みらいデザイン編）】
　・中学生が考えたアイデアを見える化、事業化できると参加した中学生も嬉しいと思う。

【西区特産農産物　魅力発信・ブランディング事業】
　・くろさき茶豆夏の陣の来客層を分析してＰＲ戦略に活かすとともに、これまで以上に販売機会を拡大することにより、さらなる認知度向上に取り組んでいただきたい。

【西区への愛着を育む～魅力お届け事業】
　・定住人口だけではなく、西区に複数回訪れてもらう機会を設けるなど、交流人口の拡大も大切。継続的な関係づくりに繋がるように取り組んでいただきたい。

【西区を堪能　まち歩き・観光ツアー】
　・まちあるきは、住んでいると当たり前で気づかないまちの魅力に気づくきっかけとなる。区で取り組んでいる内野、黒埼、赤塚だけではなく、中学校区単位でも実施できる可能性がある。
　・多くの場所を巡ってもらえるように、例えばスタンプラリーといった人を動かす仕掛けが必要と思われる。

資料２



１－２ 【自治協提案事業に対するご意見等】

整理
番号

提案部会

第１部会

第２部会

2 第２部会

２ 【地域の課題解決のため、区全体に広めたい活動について】

整理
番号

提案部会

1 第１・２部会

2 第１部会

3 第２部会

4 第２部会

5 第３部会

【地域の担い手育成(自治会・民生委員・児童委員)】
　・支え合いの基本は近所づきあいと考える。

令和元年度　区企画・自治協提案事業に対するご意見

【西区の海岸線などの自然の活用について】
　・日本海の夕日、広い砂浜などの魅力的な自然環境を活かし、グリーンツーリズム・ガストロノミーツーリズムやアウトドア体験を提供することでさらなる活性化を図っていただきたい。

【空き家（地）の管理について】
　・西区内の自治会で実施している空き家（地）の管理（作業請負）の取り組みを紹介していきたい。

地域の課題解決のため実施している活動で、
その課題が区内共通の課題であり、区全体に広めていきたいと考える活動など

【地域の担い手育成について】
　・黒埼地区で実施している運動会に防災活動の要素をプラスするような気軽に参加できる形が広がると良い。

【子育て経験者の活用について】
　・新潟県婦人連盟では、県の生涯学習推進課が主体となって、子育て経験者のおばあちゃんが、子育て支援施設に出向いて一緒に遊んだり、郷土料理教室を開催するなどの取り組みを
行っている。

【あいさつ運動の周知について】
　・あいさつをすることは人間関係の基本であり、防犯・防災などの非常時はもちろん、顔の見える関係づくりにつながってくると思う。親が地域内であいさつする姿を、子どもたちに見せてい
くことは大切。基本的なことだが改めて周知してほしい。
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【支え合いの仕組みづくりの輪を広げる取り組み】
　・プログラミング勉強会を通じて、学校の先生ではなく、身近な地域の人から指導を受けることは子ども達のやる気を引き出すことにつながると思う。
　・自治会館に遊びにきて欲しい地域の人たちと、自治会活動に参加したいけど方法がわからない親子を結び付けるような取り組みが必要ではないか。

　・今まで民生委員を経験された方で、やる気もノウハウもあるのに、定年のため75歳で引退せざるを得ないのはもったいない。民生委員のOBについて、さらなる活用を検討してはどうか。
　・自治会活動に参加するにあたって、いきなり役員はハードルが高い。役員とまではいかなくとも月1回程度ライトな関わりができるよう自治会の間口が広くなると良い。
　・「もっと社会に貢献しよう、地域活動に参加しよう」というメッセージを定年退職者に呼びかけていくことが必要ではないか。


